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産・官・学・民の会員で構成される、県内最大規模の協議会 

佐賀県高度情報化推進協議会とは 

 情報ネットワークの整備が進み利活用の促進が中心課題になり
つつある社会状況に的確に対応し、本県の市民社会組織、産業
界、学界、行政の連携により、21世紀における豊かで住みよい地
域社会の実現にICTを効果的に活用していくため、県内各地域に
おける情報化の推進を図る。 

佐賀県高度情報化推進協議会とは 

本協議会設立の目的 

 森本 登志男佐賀県最高情報統括監 

会長 

 平成元年 

設立 
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佐賀県高度情報化推進協議会の沿革 

年度 主  な  取  組 歴代会長 

平成 元年 設立 

Ｈ１～Ｈ３ 香月知事 
平成 ３年 

全国ニューメディア祭に参画、 
さが地域情報化展を開催【～4年度】 

平成  ７年 会員の事業に対する支援補助を実施【～18年度】 

Ｈ３～Ｈ１４ 井本知事 

Ｈ１５ 古川知事 

Ｈ１６～Ｈ１７ 井坂ＣＩＯ 

平成１８年 
ＩＴ初心者サポート事業「パソコンなんでも電話相談室」を開始 
【～19年度】 

Ｈ１８～Ｈ２２ 
川島ＣＩＯ 

 

平成１９年 プロジェクト事業支援補助制度を開始【～24年度】 

平成２０年 
ブロードバンド加入促進事業（体験フェア、チャレンジPC講座）
【～21年度】 
創立２０周年記念式典開催 

平成２１年 シニアICT事業（シニアICT団体運営補助金）を開始【～現在】 

平成２２年 ICT普及促進事業（体験フェアや利活用講座）開始【～現在】 

平成２４年 ICT支援セミナ（最新のICT活用事例紹介）を開始【～25年度】 

Ｈ２３～Ｈ２７ 森本ＣＩＯ 平成２５年 シニアICT利活用促進調査研究を開始（～現在） 

平成２６年  情報リテラシー・セキュリティ事業を開始（～現在） 
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本協議会は、県内全市町と協賛企業・団体・個人等によって構成され、H28年2月現在で109会員
が所属しています。 

グループ 会  員  （平成２８年２月１日現在） 

メディア・通信・電
器など 
    
  
   
  

計３２ 

西日本電信電話㈱佐賀支店、㈱ドコモCS九州佐賀支店、九州電力㈱佐賀支社、九州通信ネットワー
ク㈱佐賀支店、ニシム電子工業㈱佐賀支店、ＫＤＤＩ㈱コンシューマ佐賀支店、㈱サガテレビ、日本放
送協会佐賀放送局、㈱エフエム佐賀、㈱NBCラジオ佐賀、有田ケーブル・ネットワーク㈱、伊万里ケーブル
テレビジョン㈱、㈱唐津ケーブルテレビジョン、佐賀シティビジョン㈱、西海テレビ㈱、㈱ケーブルワン、藤津ケー
ブルビジョン㈱、㈱多久ケーブルメディア、㈱テレビ九州、㈱佐賀新聞社、㈱佐賀銀行、㈲西九電装エンジ
ニアリング、㈱宮園電工、日本電気㈱佐賀支店、富士通㈱佐賀支店、㈱ソアー、㈱音成印刷、誠文堂
印刷㈱、大同印刷㈱、㈱古川総合印刷、佐賀県ケーブルテレビ協議会、（一社）日本CATV技術協会
佐賀地区支部 

ソフトウェア・情報
処理サービスなど 
 

 
計２５ 

伊万里情報センター㈱、西肥情報サービス㈱佐賀事業所、㈱佐賀情報管理センター、㈱佐賀電算セン
ター、㈱佐賀ＩＤＣ、佐銀コンピュータサービス㈱、㈱ジェピック、㈱ジムコ、ダイワボウ情報システム㈱佐賀
支店、名村情報システム㈱、ＮＤＳデータソリューションズ㈱佐賀センター、㈱富士通九州システムズ、㈱ド
ミックアルファ佐賀事業所、㈱プライム、㈲佐賀情報ビジネス、木村情報技術㈱、㈱トゥーファクトリー、フリー
ビットスマートワークス㈱、㈱エヌビーコム、㈱サインズ、日本建設技術㈱、㈱マルゼン看板、㈱学映システム、
㈱九州コーユー、佐賀県ソフトウェア協同組合 

市民社会組織・
個人  

計１１ 

NPO法人佐賀県CSO推進機構、NPO法人ＮｅｔＣｏｍさが、NPO法人ITサポートさが、NPO法人価
値創造プラットフォーム、NPO法人シニアネット佐賀、NPO法人シニア情報生活アドバイザー佐賀、平田義
信、矢野億子、柴田真孝、中村純一、原啓介 

各種団体・学校 
  

 計１３ 

佐賀商工会議所、佐賀県商工会連合会、佐賀県中小企業団体中央会、佐賀県農業協同組合中央
会、佐賀県有明海漁業協同組合連合会、(一社)佐賀県医師会、(一社)佐賀県建設業協会、(公社)
佐賀県トラック協会、(公財)佐賀県地域産業支援センター、唐津情報都市推進協議会、唐津ビジネスカ
レッジ、佐賀コンピュータ専門学校、佐賀大学 

地方自治体・特
別会員                    
      計２８ 

佐賀市、唐津市、鳥栖市、多久市、伊万里市、武雄市、鹿島市、小城市、嬉野市、神埼市、吉野ヶ里
町、基山町、上峰町、みやき町、玄海町、有田町、大町町、江北町、白石町、太良町、佐賀県、九州
総合通信局、九州経済産業局、九州農政局佐賀地域センター、佐賀県市長会、佐賀県町村会、佐賀
県消費者グループ協議会、佐賀県ネットワーク・セキュリティ対策協議会 

会員数・会員一覧 
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中期推進項目 

◯情報リテラシー・セキュリティの普及推進 
◯初心者向けのインターネット利活用普及推進 
○県民が実感できる効果的なICTの利活用促進 

事業内容 

（１）ICTに関する講演会（年間3回） 
（２）ICT普及啓発事業 
  ①情報リテラシー・セキュリティ事業 
  ②ICT普及に関する講習会（年間4回） 
  ③ICT利活用促進調査研究 
  ④ICT利活用推進団体支援事業 
  ⑤ネットワーク・広報事業 
  ⑥ICT利活用促進検討事業 

中期推進項目・主な事業内容 

中期推進項目（H27～28） 

事業内容（H27） 
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（１）ICTに関する講演会① 

第１回ICT利活用講演会 
 ○期日：平成２７年５月１９日（火） 
 ○内容 
  ①講演 
   ・演題「セキュリティ対策以前」 
    ～脆弱性から情報漏洩まで正しく知り、正しく怖がる第一歩～ 
   ・講師  ソフトバンク・テクノロジー㈱ 辻 伸弘氏 
  ②対談 辻氏と森本会長（佐賀県ＣＩＯ）による対談 
 ○参加者約90名 

【２つのスクリーンを使用してサイバー攻撃の実例を紹介】 【森本会長（佐賀県最高情報統括監）と辻氏の対談】 
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（１）ICTに関する講演会② 

第２回ICT利活用講演会 
 ○期日：平成２７年１１月１８日（水） 
 ○内容 
  ①講演「テレワークが拓く未来」 
    ・講師 森本登志男 佐賀県CIO 
  ②講演「人を活かすテレワーク」 
       ～さがんみらいテレワークセンター鳥栖が目指すもの～」    
    ・講師 ㈱パソナテック 粟生万琴氏           
  ③対談   
 ○参加者約100名 

【鳥栖サテライトオフィス勤務者やクラウドワーカーを招いて対談】 



8 

（２）ICT普及啓発事業 ①情報リテラシー・セキュリティ事業 

第8回 平成27年度ネットの安全・安心ポスターコンクール 
 県、県教育委員会、佐賀県ネットワーク・セキュリティ対策協議会、  
 NPO法人ITサポートさが及び本協議会で実行委員会を構成 
 ・作品応募総数約900点  
 ・表彰式 平成28年２月7日（日）神埼市千代田文化会館 
 ・佐賀県高度情報化推進協議会長賞の他、佐賀県知事賞などを交付 

佐賀県最高情報統括監賞  
佐賀市立勧興小学校 日髙 真侑さん 
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（２）ICT普及啓発事業 ②ICT普及に関する講習会 

はじめてのスマホ・タブレット講座 
○ インターネットなどの情報通信技術（ICT）の利活用を促進するため、各市町とと
もに県内各地域の住民を対象に、ICTに関する講習会を年間３～４回開催 

○ スマートフォン・タブレットなどの機器に触れながらその使い方を学ぶ講座やLINE・
Facebookの活用方法などを学ぶ講座を開催 
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（２）ICT普及啓発事業 ③ICT利活用促進調査研究 

シニアICT利活用促進調査研究 
 初心者層、シニア層、主婦層等のICT利活用促進に向けた知見を
得るため、サークル活動など共通の目的を持ったグループに対し、ICT
利活用の提案を行い、効果と課題を検証（H25年度～） 

●これまで３年間の調査のまとめ（速報版） 

＜1年目＞ 
赤松公民館での各サークル活動にICT支援として学生を入れ込み、ICT利活用を啓発 
⇒ サークルの内容によってICTの利活用が進んで成功であったが、各サークルへの配置や時間
的にもコストなどを考えると実行は困難 

＜2年目＞  
赤松公民館のロビーにて，ICT相談をサークル活動中に開催しICTの疑問や操作方法の相談
に応じた． 
⇒ 相談に来るのはICTをある程度利用している人で，真の目的であるICT未利用者へのアプ
ローチが難しい．セキュリティーの相談や主婦層からの相談が多くそちらの普及が初心者層に
は必要であることが理解 

＜3年目＞  
赤松公民館主催の文化祭にブースとして参加し未利用者へのアプローチを試みる． 
⇒ 未利用者へのアプローチとしては成功であった、ICT単独の体験会では参加しないであろう
人がICTを体験し、その後の講習会に参加するという流れはできる可能性を見出した 
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（２）ICT普及啓発事業 ③ICT利活用促進調査研究 
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（２）ICT普及啓発事業 ④ICT利活用推進団体支援事業 

中期推進項目に該当する事業 

【H27の申請例】 

①「パソコンのシニア困りごと相談会」の実施（NPO法人ｼﾆｱ情報生活ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ佐賀） 

②「スキルアップ講座（佐賀ゆめさが大学院生対象）」「チャレンジｐｃ講座（県内ｼﾆｱPC初
心者対象）」の実施（NPO法人シニアネット佐賀） 

③ネットトラブル相談窓口「ほっとネットライン」の実施（NPO法人ITサポートさが） 

対象経費 補助金額 

・１団体あたり150千円以内 

・補助金額の総額は450千円を上限 

・会場使用料及び機器・設備の賃借料 

・講演会等の講師等への謝金、旅費 

・テキスト印刷や啓発用の広報チラシに要する費用 

・事業で使用する消耗品の購入費 

ＩＣＴ利活用を推進する団体 

ＩＣＴ利活用を推進する団体が実施する、中期推進項目に該当する事業への補助及び同
団体の講師としてのスキルアップを図るための研修会を実施する。 



13 

平成２7年度 

【開催日】１１月２５日（水）開催 
【会場】市民活動プラザ 大会議室 
【内容】 
 研修テーマ：「Windows10の特長と活用方法について」 
 講師：橋本斉任氏（㈲ｼｽﾃﾑﾗﾝﾄﾞ） 
      白浜たか子氏（㈲ｼｽﾃﾑﾗﾝﾄﾞ） 
【参加者数】 33名 
【概要】 
 日本マイクロソフト社認定トレーナー２名を講師としてお迎えして、新OS 「ウィンド
ウズ10」についての研修会を実施しました。研修中、参加者から大変活発に質問
等をいただき、参加者の皆様の関心の高さが伺え、充実した研修会となった。 
 

（２）ICT普及啓発事業 ④ICT利活用推進団体支援事業 

講師としてのスキルアップを図るための研修会 

＜開催目的＞ 
ICT利活用推進団体の講師に対して、ＯＳやデバイス等の技術
的な面におけるスキルアップを図るための研修会を開催する。 



14 

（２）ICT普及啓発事業 ⑤ネットワーク広報事業 

○ Web等各種媒体を通じて会員間の情報の共有化を図るとともに、
本協議会の事業成果や関係団体のICTに関する取組、情報セキュ
リティに関する普及啓発資料等、ICTに関する様々な情報を広く社
会に情報発信 

HP（近日 新HP公開） 

FB（「佐賀県高度情報化」で検索！） 

高情協YouTubeチャンネル⇒ 
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（２）ICT普及啓発事業 ⑥ICT利活用促進検討事業 

○ 医療・福祉、健康増進、観光、農林水産業や商工業等において、
県民が「効果を実感できるＩＣＴの利活用」促進に資するため、佐
賀県内の企業、自治体、大学などの産学官の連携を促して、ＩＣ
Ｔを活用した「仕組み」を検討し、きっかけとなる取組の企画立案や
核となる人材育成等を行う。 

○ 現在は、買い物困難者支援についての事業計画の検討を実施中 

（イメージ） 


